
７．業務モデルの確定 

 ４章での災害情報の整理、５章での情報伝達手段の整理結果及び６章での現状の災害対応

業務の課題解決の方向性をもとに、災害情報共有システムを手段として組み込んだ災害対応

業務モデルを本章で示す。 
構築した業務モデルは現状の災害対応をベースとして、 

(1) 抱えている情報伝達・共有上の課題の解決を図りつつ、 
(2) 災害情報システムを適切に組み込んだ 

ものである。業務モデルは表７－１に示す 17 の災害対応上の作業毎に示す。17 のモデル

は災害対応フェーズ・機関によって設定したものであり、４章から６章での検討成果を踏ま

えた各モデルにおける作業内容・扱う情報を一覧整理したものを図７－１に示す。 
 

表７－１ 新たな災害対応業務モデル 

番号 タイトル 機関 

1  災害の規模を把握し、地整本局に第一報を報告する 事務所 

２ 災害の規模を把握し、本省に第一報を報告する 地整本局

３ 災害の規模を把握する 本省 

４ 災害の規模を把握する 政府 

５ 周辺の災害状況を把握し、災害対応の体制を整える 事務所 

６ 被害のおおまかな全体像（地整管轄内）を把握し、体制を整える 地整本局

７ 被害のおおまかな全体像（全国的）を把握し、体制を整える 本省 

８ 政府対策本部を設置し、防災担当大臣の会見を行う 政府 

９ 現地にて施設点検を実施し、報告する 事務所 

１０ 局管轄内の災害対応業況を把握する 地整本局

１１ 各被災地域（地整本局）の災害対応状況を把握する 本省 

１２ 現地にて災害救助・応援復旧活動を行う 事務所 

１３ 災害対応体制を構築し、現地対応を指導・支援する 地整本局

１４ 各局の報告を受け、被災地域へのバックアップを図る 本省 

１５ 関係省庁連絡会議を開催し、情勢の分析・今後のバックアップ体制を決

定する 

政府 

１６ 被災地外の局・事務所が支援を実施する 局・事務局

１７ 政府・本省・局・事務所が必要に応じ、マスコミ・住民への情報提供を行う 全機関 
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＜必要な判断＞
判断すべき事項

＜判断に必要な情報＞
判断に資する重要な情報（主に、
収集した情報を集約したもの）

報告する事項
上位機関に対して、報告
すべき情報
指示する事項
下位機関および関連機関
に対する指示事項

災害対応上、重要な役割

収集する情報
各組織が災害対応上、収集すべ
き情報
＊茶文字は、情報を確認・仕分け
後、共有すべき情報
（情報伝達の輪廻の段階）

              ＊赤い影つきのBOXは、特に重要な役割を示す
   ＊BOX間の矢印は、情報の流れを示す

情報伝達の
サイクル

関係省庁連絡会議を開催し、
情勢の分析・今後のバックアップ体制を決定する

＜必要な判断＞
□ 被害の第１次情報についての確認、共有、

応急対策の調整
□ 現地調査団への職員の派遣の実施
□ 住民・マスコミに提供すべき情報は何か

指示
□ 現地災害対策の目標・指示（優先順位、処

置方法）
□ 職員・調査団派遣の指示
□ 記者発表

報告
□ （記者発表）

＜判断に必要な情報＞
□ 各省庁の報告（対応状況）

共有する情報
□ 本省からの被害報告、対応状況報告
□ 関連省庁の被害報告、対応状況報告（連絡

会議にて報告）
□ 輸送ルート・代替輸送ルート情報（道路被

害情報、復旧情報、交通規制、渋滞情報
等）

各局の被害報告を受け、被災地域へのバックアップを図る

＜必要な判断＞
□ 災害救助、施設復旧の方策と見通し
□ 代替輸送・緊急輸送ルートをどのように設

定するか
□ ２次災害の危険性、避難対策等は必要か
□ 人員・資機材の派遣、要請
□ 関係機関との連携
□ 住民・マスコミに提供すべき情報は何か

指示
□ 現地災害対策の目標・指示（優先順位、処

置方法）
□ 緊急輸送ルートの確保
□ ２次災害等の警戒・非難対策
□ ライフラインの応急対応指示
□ 資機材・人員の要請、派遣指示
□ 専門家・調査団派遣の指示
□ 記者発表

報告
□ 各局の被害報告、対応報告
□ 広報資料、記者発表の内容

＜必要な情報＞
□ 現地災害情報（情報の確認・緊急性が付加

されたもの）
□ 人員・資機材の確保状況

共有する情報
□ 各地整本局の点検進捗・現地被害状況・対

応状況
□ 関係省、警察、自衛隊、地方公共団体等か

らの被害情報・対応状況
□ 代替輸送、緊急輸送ルート情報（交通規

制、渋滞情報）

災害対応体制を構築し、現地対応を指導・支援する

＜必要な判断＞
□ 災害救助、施設復旧の方策と見通し
□ 緊急輸送ルート・通行規制をどのように実

施するか
□ ２次災害の危険性、避難対策等は必要か
□ 人員・資機材の派遣、要請は必要か
□ 被災地外の局・事務所との連携
□ 関係機関との連携
□ 住民・マスコミに提供すべき情報は何か

指示
□ 現地災害対策の目標・指示（優先順位、処

置方法）
□ ２次災害等の警戒・避難対策
□ 資機材・人員の要請、派遣指示
□ 専門家・調査団派遣の指示
□ 輸送ルート、交通規制の指示
□ 被災地外の局・事務所との調整
□ 記者発表、問い合わせへの対応

報告
□ 各事務所からの被害報告、対応報告
□ 人員・資機材の確保情報（各事務所・局）
□ 広報資料、記者発表内容

＜判断に必要な情報＞
□ 現地災害情報（情報の確認・緊急性が付加

されたもの）
□ 人員・資機材の確保状況

共有する情報
□ 現地被害情報（各事務所報告の集約情報）
□ 通行規制・輸送ルート情報（局内の地域）
□ 関係機関からの被害情報・対応状況
□ 人員・資機材の配置状況

現地にて災害救助・応援復旧活動を行う

＜必要な判断（現場での判断）＞
□ どの被災箇所に優先的に対応に向かえば

よいか
□ 現地で異常を発見したとき、どのように処置

すればよいか
□ ２次災害の危険性、避難対策等は必要か
□ 救助および施設復旧を行うには、どの程度

の人員・資機材が必要か
□ 現地の一般市民（利用者）への対応はどの

ように行うか、提供すべき情報は何か

指示
□ 被災地住民、被災施設利用者への支援・情

報提供
□ 関係業者・他機関等への対応指示
□ 輸送ルート、交通規制の指示

報告
□ 応急復旧の進捗状況
□ 災害救助活動の有無、実施状況
□ 資機材・人員の支援要請

＜判断に必要な情報＞
□ 対応の優先順位、処置の指示
□ 通行規制情報、渋滞情報
□ 関係業者・他機関の対応状況
□ 人員・資機材の確保状況

収集する情報
□ 現地施設被害の状況
□ 災害救助活動の要請
□ 現地災害対策の目標・指示（本局からの優

先順位、処置方法などの指示）

被災地外の局・事務所が支援を実施する

＜必要な判断＞
□ 応援隊の派遣は必要か
□ どのような応援が必要か

指示
□ 先遣隊の派遣
□ 応援隊の派遣

報告
□ 応援の実施報告

＜判断に必要な情報＞
□ 現地被災情報
□ 応援の要請・指示
□ 現地までの交通ルート

収集する情報
□ 現地被害情報
□ 通行規制・輸送ルート情報
□ 人員・資機材の配置状況

<情報伝達のサイクルの中から支援時に必要な情報を適宜抽出＞

報告

指示・情報の提供

情報の質を高める

支
援

情報の仕分け

指示・情報の提供 指示・情報の提供

政府・本省・局・事務所が必要に応じ、マスコミ・住民への情報提供を行う

＜情報提供時に必要となる判断＞
□ 二次災害の危険性はどうか
□ 避難対策は必要か
□ 迂回路へはどのように誘導すればよいか
□ どのように情報提供をすれば混乱がないか

提供する情報
□ 管内他機関の被害状況
□ 通行規制状況
□ 復旧の見通し
□ 記者発表内容

＜判断に必要な情報＞
□ 管内他機関の被害状況
□ 通行規制情報
□ 復旧の見通し
□ 被災箇所における危険度評価結果

<情報伝達のサイクルの中から適宜マスコミ･住民への情報提供＞

30分
以内

時間の
流れ

現地の救助活動・応
急復旧を最適化する
ための情報の質と量
を確保する

大規模災害と
判断する

災害発生

フェーズ３

[各ボックスの凡例]

政　府 本　省 地整本局 事務所

災害の規模を把握し、本省に第一報を報告する

＜必要な判断＞
□ 管轄局内で対応できない（被害の少ない局

では、対応可能と報告）
□ 災害対策本部の設置、職員参集命令
□ 周辺非被災事務所からの支援必要性

指示
□ 職員参集

報告
□ 本省への第一報「例：甚大な被害が出てい

ます」

＜判断に必要な情報＞
□ 各事務所からの第一報
□ 地震の観測情報
□ 庁舎・周辺の状況（一般被害の目視情報）

収集する情報
□ 各事務所からの第一報
□ 庁舎、周辺の状況（一般被害の目視情報）
□ 気象庁および地震ネットワーク等の観測情報
□ TV・ラジオからの災害情報

災害の規模を把握し、地整本局に第一報を報告する

＜必要な判断＞
□ 災害対策本部の設置、職員参集命令
□ 事務所で対応可能か

指示
□ 職員参集

報告
□ 地整本局への第一報「例：家屋が倒壊して

いる」

＜判断に必要な情報＞
□ 庁舎・周辺の状況(一般被害の目視情報）
□ 地震の観測情報

収集する情報
□ 庁舎・周辺の状況（一般被害の目視情報）
□ 気象庁および地震ネットワーク等の観測情報
□ ITV画像
□ 一般からの通報
□ TV・ラジオからの災害情報

災害の規模を把握する

＜必要な判断＞
□ 内閣、関連省庁の情報を集め、災害対応を

行う
□ 政府対策本部の設置

指示

報告

＜判断に必要な情報＞
□ 各省庁からの第一報

共有する情報
□ 各省庁からの第一報
□ 気象庁および地震ネットワーク等の観測情報
□ TV・ラジオからの災害情報

災害の規模を把握する

＜必要な判断＞
□ 全国的な災害対応が必要である
□ 国交省幹部、総理官邸への報告が必要で

ある
□ 災害対策本部の設置、職員参集命令

指示
□ 職員参集

報告
□ 内閣府、国交省幹部、関連省庁への報告

（第一報）

＜判断に必要な情報＞
□ 地整本局からの第一報（内容、有無）
□ 地震の観測情報
□ 庁舎・周辺の状況（一般被害の目視情報）

収集する情報
□ 地整本局からの第一報
□ TV・ラジオからの災害情報

報告 報告 報告

被害のおおまかな全体像（地整管轄内）を把握し、体制を整える

＜必要な判断＞
□ 入手した情報は正確か
□ 情報の量・質が十分でない地域の被害はど

うなっているか
□ 被害の甚大な地域、緊急性の高い地域は

どこか（優先順位）
□ 災害用ヘリの出動

指示
□ 初動体制の構築

報告
□ 被害の様相（各事務所報告の集約）
□ 災害対応状況報告（人員配置、支援要請、

対応の優先地域などの方針）
□ 点検の着手・進捗状況

＜判断に必要な情報＞
□ 各事務所からの被害報告（被害の様相）
□ 各事務所の被害報告の時間的・空間的な

分布状況

収集する情報
□ 各事務所からの被害報告（被害の様相）
□ 各事務所の点検の着手・進捗状況（区間別）
□ 参集・安否確認情報（各事務所・局）
□ 気象庁および地震ネットワーク等の観測情報
□ TV・ラジオからの災害情報

周辺の災害状況を把握し、災害対応の体制を整える

＜必要な判断＞
□ 施設点検の着手が可能か

指示
□ 点検着手
□ 初動体制の構築

報告
□ 被害の様相（一般被害、施設被害の速報）
□ 参集・安否確認情報
□ 施設点検の着手、進捗状況

＜判断に必要な情報＞
□ 参集・安否確認情報
□ 被害の様相（一般被害、施設被害（速報））

収集する情報
□ 点検着手・進捗状況
□ 施設被害の速報
□ 参集途上で得た情報
□ 重要構造物の被災の有無
□ 参集・安否確認情報
□ 気象庁および地震ネットワーク等の観測情報
□ TV・ラジオからの災害情報

政府対策本部を設置し、防災担当大臣の会見を行う

＜必要な判断＞
□ 現時点での災害情報の集約
□ 国民に対する災害対応に必要な呼びかけ

（パブリシティの重要性）

指示

報告
□ 国民に対する災害報告（災害の様相）、お

よび対応状況

＜判断に必要な情報＞
□ 各省庁からの報告（会見に必要な、被害規

模、特に重大な被災箇所、現在の対応状
況、今後の対応方針）

収集する情報
□ 各省庁からの被害報告
□ 気象庁および地震ネットワーク等の観測情報
□ TV・ラジオからの災害情報

　被害のおおまかな全体像（全国的）を把握し、体制を整える

＜必要な判断＞
□ 入手した情報は正確か
□ 情報の量・質が十分でない地域の被害はど

うなっているか
□ 被害の甚大な地域、緊急性の高い地域は

どこか（優先順位）
□ 災害用ヘリの出動

指示
□ 初動体制の構築

報告
□ 内閣府、関連省庁への報告（国交省の収

集・集約した情報の報告）
□ 今後の国土交通省の対応方針

＜判断に必要な情報＞
□ 地整本局からの被害報告（被害の様相）
□ 地整本局の被害報告の空間的な分布状

況、および情報を収集した時間

収集する情報
□ 地整本局からの被害報告（被害の様相）
□ 災害対応状況報告（人員配置、支援要請、

対応の優先地域などの方針）
□ 点検の着手・進捗状況
□ 気象庁および地震ネットワーク等の観測値
□ TV・ラジオからの災害情報

報告 報告

　各被災地域（地整本局）の災害対応状況を把握する

＜必要な判断＞
□ 入手した情報は正確か
□ 情報の量・質が十分でない地域の被害はど

うなっているか
□ 報告の中で被害の甚大なもの、緊急性の

高いものはどれか（優先順位）

指示

報告

＜判断に必要な情報＞
□ 各地整本局からの現地被害報告
□ 各地整本局からの対応状況報告
□ 交通規制情報、渋滞情報
□ 関連省庁、警察、自衛隊、地方公共団体等

の被害情報、対応情報

収集する情報
□ 地整本局の点検進捗、現地被害状況、対

応状況
□ 関係機関からの被害情報・対応状況（災対室）
□ 交通規制・輸送ルート情報（通行規制情

報、渋滞情報）
□ 人員、資機材の確保・要請
□ TV・ラジオからの災害情報

局管轄内の災害対応状況を把握する

＜必要な判断＞
□ 入手した情報は正確か
□ 情報の量・質が十分でない地域の被害はど

うなっているか
□ 報告の中で被害の甚大なもの、緊急性の

高いものはどれか（とりまとめ、優先順位）
□ 周辺被災事務所への支援体制構築の必要性

指示
□ 周辺被災事務所への支援体制構築

報告
□ 各事務所の被害報告、対応報告
□ 人員・資機材の確保情報（各事務所・局）

＜判断に必要な情報＞
□ 事務所からの現地被害報告
□ 事務所からの災害対応状況報告
□ 人員、資機材の配置状況
□ 交通規制情報、渋滞情報
□ 地方公共団体、警察、自衛隊等からの災害

情報、対応情報

収集する情報
□ 各事務所の点検進捗、現地被害状況、対

応状況
□ 通行規制・輸送ルート情報（通行規制情報等）
□ 警察・自衛隊・地方公共団体等の対応（企）
□ 関連施設管理者（自治体・公団等）の点検

状況・被害状況
□ 人員、資機材の確保・要請状況
□ TV・ラジオからの災害情報

現地にて施設点検を実施し、報告する

＜必要な判断＞
□ 応急復旧対応の緊急性の評価
□ 復旧を行うには、どの程度の人員・資機材

が必要か
□ 発見時の一時的な対応方法（応急対応、通

行規制等）

指示
□ 関係業者への災害対策指示
□ 現地利用者（一般市民）への対応・情報提供

報告
□ 現地施設点検進捗、結果
□ 通行規制の実施の有無
□ 地整本局への支援要請

＜判断に必要な情報＞
□ 現地の被害点検結果

収集する情報
□ 現地の施設被害点検結果
□ 通行規制情報、渋滞情報
□ TV・ラジオからの災害情報

報告 報告

災害の規模を把握し、
災害対応の基本フレ
ームを設定する

収集した被災直後の
情報（誤報を含む）を
整理・確認し、初動体
制構築に資するよう
情報の質を高める

フェーズ  １

 
 
 
 
 
 
 フェーズ２

 
 
 
 報告

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜必要な判断＞
判断すべき事項

＜判断に必要な情報＞
判断に資する重要な情報（主に、
収集した情報を集約したもの）

報告する事項
上位機関に対して、報告
すべき情報
指示する事項
下位機関および関連機関
に対する指示事項

災害対応上、重要な役割

収集する情報
各組織が災害対応上、収集すべ
き情報
＊茶文字は、情報を確認・仕分け
後、共有すべき情報
（情報伝達の輪廻の段階）

              ＊赤い影つきのBOXは、特に重要な役割を示す
   ＊BOX間の矢印は、情報の流れを示す

 
 
 
 
    

 

 

 

 

 

 

 

図 7―1 災害対応業務モデル 17 モデル各々の作業と扱う情報
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７．１ 業務モデルの表記 

具体化した災害対応業務モデルは、図の表記を用いる。なお情報の記述は災害情報の詳細

定義を元に作成された災害関連情報のデータ辞書（案）に定義された情報を適用することと

した。 

アクター アクター 

情報 1 

情報の属性 

input 
情報 2 

情報の属性

output input 

機能１ 機能 2 

 
図７－２ 具体化した業務モデルの記述方法 

 
図７－２は次のような意味をもつ（図７－３）。 

アクター アクター 

情報 1 

情報の属性 

input 
情報 2 

情報の属性

output input 当該モデルの

主人公 

主 人 公 が 最

終的に報告し

なければなら

ない相手 

主 人 公 が 実

施する作業 

主 人 公 が 実

施する作業 

機能１ 機能 2 

作業の流れ 

機能 1 に必

要な情報 

機能 1 を実施した結果、作成される情報。ここでは次の

作業である機能 2 に必要な情報として使用されている 

 
図７－３ 記述説明  

 
図７－３に例を示す。この場合、主人公は「現場作業員」である。現場作業員は点検区間

等が定められた「点検単位」に従い、「点検する」。次に機能「点検する」が二つの機能に

分岐するが、これは「点検する」後の作業として「点検結果を報告する」という作業と「被

害を発見する」という作業が機能として考えられるためである。なお点検単位内に何らかの

被害を発見した場合は、「被害を発見する」を通ってから「点検結果を報告する」という作

業を行うことになる。「点検結果を報告する」相手は、「事務所」である。また、被害を発
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見した場合、その内容（input 施設被害）に応じ「交通規制する」こともある（output 交通

規制）。さらに交通規制の内容を「一般に情報を提供する」。 
このようにモデル内では、誰がどのような情報を使って何をするかを要素として記述す

るとともに、作業の流れも表すことになる。 
 
７．２ 業務モデル図の凡例 

凡例は次のとおりである。 
 
  ＜凡例＞ 

要素名 
要素の内容  モデル記述方法 

 
アクター 

点検者、監督者等，業務において役割を担う各機関・各部署の人員。又

は，道路利用者，沿道住民等，職員以外で業務に関係する人員。 

 調査課

  
ユースケース 

あるサービスの実現のために具体的に必要となる行為。

 例： 「災害による被害を予測する」 

 
災害による被害を予測する 

 
機能 
ユースケースを実現する具体的な業務や作業。階層構造を持

つことができ，階層の下位に位置づけられる機能の中には，複

数の上位機能と関連するものもある。 
 例： 「収集する」 

収集する 

 
情報 
機能を実現するために必要となる入力情報，出力情報，制約条件。 
 例： 「安否情報」，「交通情報」 

安否情報

 
コンポーネント 
コンポーネントとして利用可能な情報システム，資料，及び人員

等。 
 例：「災害対策本部運営要領」，「道路巡回システム」 

災害対策本部運営要領
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ユースケース 
アクター，ユースケース，機

能，情報，物理コンポーネントを

組み合わせてできる，”しごと”を
体系化したモデル。 
 例： 「地震対策本部の体制

を整え、情報を収集する」 

地震対策本部の体制を整え、情報を
収集する災害対策本部

(from 災害時体制)

体制を整える

(f rom 機能)

災害対策本部運営要領

(from コンポーネント)

+constraint

災害対策支部

(from 災害時体制)

収集する

(from 機能)

安否確認報
告書

(from コンポー...)

支部の他機関との協議・調
整必要事項

+output

被災地域の施設被害、活動状況、
機能復旧の見通し

+output

テレビ・ラジオ等のメ
ディア情報

+output

指示する

(from 機能)

+初動パトロールを行い異常を発見、対処する

体制情報

+output

+input

+input+input+input

参集情報

参集状況報
告書

(from コンポー...)

把握する

(from 機能)

+input

安否情報

把握する

(from 機能)

+output +input

+対管轄部署

安否情報

+output

安否確認報
告書

(from コンポー...)

+対本省

庁舎被災状況調
査票

(from コンポーネント)

電話・FAX

(from コンポーネント)

本局庁舎の被害
情報

+output

 
さらに、業務モデルに基づき災害対応を実施する上で必要な運用ルール及び情報抽出条件

を図中に記述する。運用ルール及び情報抽出条件とは以下に示す内容のものである。 

 

１）運用ルール 

情報を作成し、共有するにあたって、その情報の責任者を明確にするための運用ルール

を作成する。 

事務所における例として 

「情報を局に報告するにあたって事務所の意思決定者による確認を行うこと」 

とする。しかしながら意思決定者の不在や緊急事態が発生した場合を想定し 

「意思決定者の確認が行えず、かつ報告の急を要する場合には、報告者の氏名を明らか

にすること」 

とする。 

また、特に外部に提供するに当たっては 

「一般や他機関等外部に情報を提供する場合には、意思決定者による確認が行われた情

報について実施するとともに、提供の記録を残すこと」 

というような運用ルールが考えられる。 
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１）及び２）で示す運用ルール・情報抽出条件は、次頁以降の業務モデル図の中で以下の

ように示す。 

 

２）情報抽出条件 

 

運用ルールとの違いは、運用ルールが情報を伝達する元と先の取り決めであるのに対し、

条件は、「先」のみが存在し、自由な取捨選択を行うというものである。 

業務モデルにおいて定義される情報は唯一であり、アクターや機能によってその使い方

が分かれることから、機能に対して追加することとした。 

事務所の管轄区間のみが見たい、甚大な被害のみ見たい、あるいは人的被害が発生して

いるもののみ先に報告したい等の条件を設定可能な構造を設定することとした。 

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール
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+ 適用範囲
+ 条件

条件



 

ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 事務所、地整企画部、地整河川

部、地整道路部 

主たる機関 

事務所は、地震を感じた場合に、庁舎・周辺の状況（一般被害の目視情報）・気象庁及び地震ネットワーク等の観測情報・TV・ラ

ジオからの災害情報を収集する。また、地震の観測情報を元に災害対策支部を設置し、職員の参集指示を出す。 

1．災害の規模を把握し、地整本局に第一報を報告する 

地整

(from アクター)

行為者（観測

機器など、人

ではない場合

もある） 

行為者の機能 

（特に、網かけ：情報

収集、灰：情報伝

達、黒：情報加工） 

機能にかかわる情報

（input：入力情報と

して必要、output：

出力結果） 

 

ユースケース 

モデル 

（事務所の作業フロー） 

一般被害を収集する

(from 機能)

一般被害

+ 発生場所 : 地理識別子
+ 内容 : 災害の概略

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

テレビ・ラジオの情報を収集する

(from 機能)

テレビ・ラジオの情報

+ 放送日時 : TM_Instant
+ 放送局 : CharacterString
+ 放送内容 : 災害の概要
+ 施設名[0..*] : 地理識別子

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

企画部

(from アクター)

一般被害を集約する

(from 機能)

+input

事務所の被害状況を把握する

(from 機能)
+input

一般被害（事務所）

+output

地整企画部に報告する

(from 機能)

+input

事務所

(from アクター)

地震観測情報を収集する

(from 機能)

地震

+ 地震名称
+ 震度
+ 震源地
+ 地震規模
+ 発災日時
+ 震源の深さ
+ 津波発生可能性

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

体制に応じた実施作業

+ 班・係名
+ 作業概要[1..*]

(from 体制)
参集者リスト

+ 取りまとめ日時 : TM_Instant
(from 体制)

実施事項を確認する

(from 機能)

+output
+input

地整

(from アクター)

事務所の体制をとる

(from 機能)

+input

事務所に参集する

(from 機能)

+output

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

+output

+input

地整各部に報告する

(from 機能)

+output

1

2

3

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール案 
・発災後 30 分以内に企

画部防災課に E-mail また

は電話で通知する。 

運用ルール案 
・災害対策運営要領に準

じる。 

条件

+ 適用範囲
+ 条件

１ 

２ 

３ 

条件 
・事務所管内とする。 
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ユースケース 

モデル 

（事務所が「1」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

道路モニター

(from アクター)

事務所

(from アクター)

一般被害を発見する

(from 機能)

一般被害

+ 発生場所 : 地理識別子
+ 内容 : 災害の概略

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

一般被害を報告する

(from 機能)

+input

　1　一般被害を収集する

入力者

(from アクター)

テレビ・ラジオの情報

+ 放送日時 : TM_Instant
+ 放送局 : CharacterString
+ 放送内容 : 災害の概要
+ 施設名[0..*] : 地理識別子

(from 災害時に蓄積する情報)

テレビ・ラジオを視聴する

(from 機能)

+output

テレビ・ラジオの情報を記録する

(from 機能)

+input

事務所

(from アクター)

　2　テレビ・ラジオの情報を収集する

事務所

(from アクター)

観測機器

+ 種類 : センサ種別
+ 設置位置 : 地理識別子
+ 観測対象 : 地理識別子

(from 平常時に蓄積する...)

地震観測情報を記録する

(from 機能)

地震

+ 地震名称
+ 震度
+ 震源地
+ 地震規模
+ 発災日時
+ 震源の深さ
+ 津波発生可能性

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

地震を観測する

(from 機能)

+output

　3　地震観測情報を収集する

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール案 
・発災後 30 分以内に指

定された電話番号に報告す

ること。 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール 
震度 4 以上の震度を管内で記録

したときに記録すること。 
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ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 主たる機関

地整

(from アクター)

行為者（観測

機器など、人

ではない場合

もある） 

行為者の機能 

（特に、網かけ：情報

収集、 灰：情報伝

達、黒 ：情報加工） 

機能にかかわる情報

（input：入力情報と

して必要、output：

出力結果） 

地整、本省 

地整は、気象庁や地震災害ネットワークからの観察情報、ラジオ・TV による災害情報及び事務所からの体制及び被

害の報告を収集する。地整はこれらの情報を元に体制を整え、職員を参集する。職員は参集途上で庁舎周辺の状況を

把握し、事務所からの被害情報、地整庁舎及び周辺の状況、地整の体制を本省に報告する。 

2．災害の規模を把握し、本省に第一報を報告する 

 

ユースケース 

モデル 

（地整企画部の作業フロー） 

災害対策室

(from アクター)

一般被害（事務所）

災対室に報告する

(from 機能)

一般被害（地整）

テレビ・ラジオの情報を収集する

(from 機能)

地整の被害状況を把握する

(from 機能)

テレビ・ラジオの情報

+ 放送日時 : TM_Instant
+ 放送局 : CharacterString
+ 放送内容 : 災害の概要
+ 施設名[0..*] : 地理識別子

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

+output +input

災害対策室

(from アクター)

地震観測情報を収集する

(from 機能)
地震

+ 地震名称
+ 震度
+ 震源地
+ 地震規模
+ 発災日時
+ 震源の深さ
+ 津波発生可能性

(from 災害時に蓄積する情報)+output

体制の情報を収集する

(from 機能)

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)
+output

地整の体制をとる

(from 機能)
+input

+input

災対室に報告する

(from 機能)

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

+output + input

地整に参集する

(from 機能)

+input

参集者リスト

+ 取りまとめ日時 : TM_Instant
(from 体制)

+output

実施事項を確認する

(from 機能)

+input
体制に応じた実施作業

+ 班・係名
+ 作業概要[1..*]

(from 体制)

+output

一般被害を収集する

(from 機能)

+output

一般被害を集約する

(from 機能)

+input +output

一般被害

+ 発生場所 : 地理識別子
+ 内容 : 災害の概略

(from 災害時に蓄積する情報)

+input
+output

地整企画部

(from アクター)

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則 運用ルール 

・注意体制以上の地震が

発生した場合 
・重大な情報を優先する 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール 
・注意体制以上の

地震が発生した場

合。 
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ユースケース 

モデル 

（地整河川部の作業フロー） 

地震観測情報を収集する

(from 機能)

地整河川部

(from アクター)

地整に参集する

(from 機能)

参集者リスト

+ 取りまとめ日時 : TM_Instant
(from 体制)

実施事項を確認する

(from 機能)

体制に応じた実施作業

+ 班・係名
+ 作業概要[1..*]

(from 体制)

+output
+ input

+output

テレビ・ラジオの情報

+ 放送日時 : TM_Instant
+ 放送局 : CharacterString
+ 放送内容 : 災害の概要
+ 施設名[0..*] : 地理識別子

(from 災害時に蓄積する情報)

地整の被害状況を把握する

(from 機能)

+input

テレビ・ラジオの情報を収集する

(from 機能)

+output

地整企画部

(from アクター)

地整の体制をとる

(from 機能)
地整企画部

(from アクター)

治水課

(from アクター)

体制の情報を収集する

(from 機能)

一般被害を発見する

(from 機能)

一般被害を報告する

(from 機能)

一般被害

+ 発生場所 : 地理識別子
+ 内容 : 災害の概略

(from 災害時に蓄積する情報)

+output
+input

治水課に報告する

(from 機能)

地整企画部に報告する

(from 機能)

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)
+output

+input

+input

+input

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール 
・注意体制以上

の地震が発生した

場合 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール 
・注意体制以上の地震が発生した場合 
・情報が多い場合は、重大な情報を優先す

る 
・情報の伝達先は企画部を優先とする
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ユースケース 

モデル 

（地整道路部の作業フロー） 

地整に参集する

(from 機能)

参集者リスト

+ 取りまとめ日時 : TM_Instant
(from 体制)

実施事項を確認する

(from 機能)

体制に応じた実施作業

+ 班・係名
+ 作業概要[1..*]

(from 体制)

テレビ・ラジオの情報

+ 放送日時 : TM_Instant
+ 放送局 : CharacterStr ing
+ 放送内容 : 災害の概要
+ 施設名[0..*] : 地理識別子

(from 災害時に蓄積する情報)

地整の被害状況を把握する

(from 機能)

地整企画部

(from アクター)

地整企画部

(from アクター)

+output
+input

+output

+input

体制の情報を収集する

(from 機能)

テレビ・ラジオの情報を収集する

(from 機能)

+output

地震観測情報を収集する

(from 機能)

地整道路部

(from アクター)

一般被害

+ 発生場所 : 地理識別子
+ 内容 : 災害の概略

(from 災害時に蓄積する情報)

一般被害を発見する

(from 機能)

+output 一般被害を報告する

(from 機能)
+input

地整企画部に報告する

(from 機能)

地整の体制をとる

(from 機能)

道路防災対策室

(from アクター)

道路防対に報告する

(from 機能)

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

+output +input

+input

+input

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール 
・注意体制以上

の地震が発生した

場合 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール 
・注意体制以上の地震が発生した場合 
・情報が多い場合は、重大な情報を優先する

・情報の伝達先は企画部を優先とする
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ユースケースモデル 

（地整が「2」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

事務所

(from アクター)

事務所の体制をとる

(from 機能)

+output

地整河川部

(from アクター)

地整各部に報告する

(from 機能)

+output

地整道路部

(from アクター)

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

地整企画部に報告する

(from 機能)

+input

地整河川部

(from アクター)

地整の体制をとる

(from 機能)

+output

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

地整企画部に報告する

(from 機能)

+input

地整企画部

(from アクター)

地整道路部

(from アクター)

地整の体制をとる

(from 機能)

+output

一般被害（事務所）

事務所

(from アクター)

地整企画部に報告する

(from 機能)

+input

一般被害を発見する

(from 機能)

一般被害

+ 発生場所 : 地理識別子
+ 内容 : 災害の概略

(from 災害時に蓄積する情報)

一般被害を報告する

(from 機能)
地整河川部

(from アクター)

+output +input

地整道路部

(from アクター)

一般被害を発見する

(from 機能)

一般被害

+ 発生場所 : 地理識別子
+ 内容 : 災害の概略

(from 災害時に蓄積する情報)

一般被害を報告する

(from 機能)

+output
+input

一般被害

+ 発生場所 : 地理識別子
+ 内容 : 災害の概略

(from 災害時に蓄積する情報)

防災エキスパート

(from アクター)

一般被害を発見する

(from 機能)

+output

一般被害を報告する

(from 機能)

+input

地整企画部

(from アクター)

1 一般被害を収集する 

4 体制の情報を収集する 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール案 
・災害対策運営要領に準

じる。 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール案 
・災害対策運営要領に

準じる。 
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ユースケース 

モデル 

（地整が「2」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

入力者

(from アクター)

テレビ・ラジオを視聴する

(from 機能)

テレビ・ラジオの情報

+ 放送日時 : TM_Instant
+ 放送局 : CharacterString
+ 放送内容 : 災害の概要
+ 施設名[0..*] : 地理識別子

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

地整企画部

(from アクター)

地整河川部

(from アクター)

テレビ・ラジオの情報を記録する

(from 機能)

+input

地整道路部

(from アクター)

観測機器

+ 種類 : センサ種別
+ 設置位置 : 地理識別子
+ 観測対象 : 地理識別子

(from 平常時に蓄積する...)

地震を観測する

(from 機能)

地震

+ 地震名称
+ 震度
+ 震源地
+ 地震規模
+ 発災日時
+ 震源の深さ
+ 津波発生可能性

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

地整河川部

(from アクター)

地整企画部

(from アクター)

地震観測情報を記録する

(from 機能)

+input

地整道路部

(from アクター)

2 テレビ・ラジオの情報を収集する 

3 地震観測情報を収集す

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール 
震度 4 以上の震度を管内で記録

したときに記録すること。 
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ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 本省 主たる機関

本省は、気象庁及び地震ネットワーク等の観測情報を取得する。地整本局からの第一報（内容、有無）及び TV・ラ

ジオからの災害情報を収集し、被害が甚大であると判断した場合は災害対策本部の設置及び職員の参集命令を行う。

また本省のみでの対応が難しく、全国的な災害対応が必要であると判断した場合は、被害の概要と本省での体制を国

交省幹部、総理官邸、関係省庁へ一斉に報告し、全国的な災害対応の必要性を伝達する。

3．災害の規模を把握する 

地整

(from アクター)

行為者（観

測機器など、

人ではない場

合もある） 

行為者の機能 

（特に、 網かけ：情

報収集 灰：情報伝

達 黒：情報加工） 

機 能 に か か わ る

情報（input：入力情

報 と し て 必 要 、

output：出力結果） 

 

ユースケース 

モデル 

（本省災対室の作業フロー） 
地震観測情報を収集する

(from 機能)

応援体制を決定する

(from 機能)

地震

+ 地震名称
+ 震度
+ 震源地
+ 地震規模
+ 発災日時
+ 震源の深さ
+ 津波発生可能性

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

+input

体制に応じた実施作業

+ 班・係名
+ 作業概要[1..*]

(from 体制)

実施事項を確認する

(from 機能)

+output

本省に参集する

(from 機能)

参集者リスト

+ 取りまとめ日時 : TM_Instant
(from 体制)

+input
+output

体制の情報を収集する

(from 機能)

体制を把握する

(from 機能)

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

+input

テレビ・ラジオの情報を収集する

(from 機能) テレビ・ラジオの情報

+ 放送日時 : TM_Instant
+ 放送局 : CharacterString
+ 放送内容 : 災害の概要
+ 施設名[0 ..*] : 地理識別子

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

一般被害を収集する

(from 機能)

被害状況を把握する

(from 機能)

+input

一般被害（地整）+output +input

本省の体制をとる

(from 機能)+input

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

+input

+output

災害対策室

(from アクター)

1

条件

+ 適用範囲
+ 条件

条件 
震度 4 以上の震度を管内で記録

した地域の情報を集めたい 

１ 

２ 

３

４
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ユースケース 

モデル 

（本省治水課の作業フロー） 

地震観測情報を収集する

(from 機能)

地震

+ 地震名称
+ 震度
+ 震源地
+ 地震規模
+ 発災日時
+ 震源の深さ
+ 津波発生可能性

(from 災害時に蓄積する情報)

体制に応じた実施作業

+ 班・係名
+ 作業概要[1..*]

(from 体制)

実施事項を確認する

(from 機能)

本省に参集する

(from 機能)

参集者リスト

+ 取りまとめ日時 : TM_Instant
(from 体制)

体制の情報を収集する

(from 機能)

体制を把握する

(from 機能)

テレビ・ラジオの情報を収集する

(from 機能)

テレビ・ラジオの情報

+ 放送日時 : TM_Instant
+ 放送局 : CharacterString
+ 放送内容 : 災害の概要
+ 施設名[0 ..*] : 地理識別子

(from 災害時に蓄積する情報)

被害状況を把握する

(from 機能)

本省の体制をとる

(from 機能)

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

+output
+input

+output
+input

+output

+output

+input

+input

+output

+output
+input

治水課

(from アクター)

３ 

4

条件

+ 適用範囲
+ 条件

条件 
震度 4 以上の震度を管内で記録

した地域の情報を集めたい 

 
２ 

４ 

条件

+ 適用範囲
+ 条件

条件 
注意体制以上の体制をとった事

務所及び地整の体制を収集したい 

 96



 

ユースケース 

モデル 

（本省道路防災対策室

の作業フロー） 

地震観測情報を収集する

(from 機能)

地震

+ 地震名称
+ 震度
+ 震源地
+ 地震規模
+ 発災日時
+ 震源の深さ
+ 津波発生可能性

(from 災害時に蓄積する情報)

体制に応じた実施作業

+ 班・係名
+ 作業概要[1..*]

(from 体制)

実施事項を確認する

(from 機能)

本省に参集する

(from 機能)

参集者リスト

+ 取りまとめ日時 : TM_Instant
(from 体制)

体制の情報を収集する

(from 機能)

体制を把握する

(from 機能)

テレビ・ラジオの情報を収集する

(from 機能)

テレビ・ラジオの情報

+ 放送日時 : TM_Instant
+ 放送局 : CharacterString
+ 放送内容 : 災害の概要
+ 施設名[0..*] : 地理識別子

(from 災害時に蓄積する情報)

被害状況を把握する

(from 機能)

本省の体制をとる

(from 機能)

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

+output
+input

+output
+ input

+output

+output

+input

+input

+output

+output
+input

道路防災対策室

(from アクター)

 

2 

3 

4

条件

+ 適用範囲
+ 条件

条件 
震度 4 以上の震度を管内で記録

した地域の情報を集めたい 

 

４

条件

+ 適用範囲
+ 条件

条件 
注意体制以上の体制をとった事

務所及び地整の体制を収集したい 
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体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

災対室に報告する

(from 機能)
災害対策室

(from アクター)

+input

地整企画部

(from アクター)

地整の体制をとる

(from 機能)

+output

道路防対に報告する

(from 機能)

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

道路防災対策室

(from アクター)+input
地整道路部

(from アクター)

地整の体制をとる

(from 機能)

+output

治水課

(from アクター)

治水課に報告する

(from 機能)

体制

+ 体制種類
+ 組織名
+ 発令期間
+ 設置・廃止の根拠

(from 体制)

+input地整河川部

(from アクター)

地整の体制をとる

(from 機能)

+output

ユースケース 

モデル 

（本省が「3」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

4 体制の情報を収集する 

災対室に報告する

(from 機能)
災害対策室

(from アクター)

一般被害（地整）

+input

地整企画部

(from アクター)

一般被害を集約する

(from 機能)

+output

1 一般被害を収集する 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則 運用ルール 

・発災後 30 分以内に

報告する 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

条件 
・地整管内の情報を

収集する 
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観測機器

+ 種類 : センサ種別
+ 設置位置 : 地理識別子
+ 観測対象 : 地理識別子

(from 平常時に蓄積する...)

地震を観測する

(from 機能)

地震

+ 地震名称
+ 震度
+ 震源地
+ 地震規模
+ 発災日時
+ 震源の深さ
+ 津波発生可能性

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

地震観測情報を記録する

(from 機能)

+input

災害対策室

(from アクター)

治水課

(from アクター)

道路防災対策室

(from アクター)

入力者

(from アクター)

テレビ・ラジオを視聴する

(from 機能)

テレビ・ラジオの情報

+ 放送日時 : TM_Instant
+ 放送局 : CharacterString
+ 放送内容 : 災害の概要
+ 施設名[0..*] : 地理識別子

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

災害対策室

(from アクター)

治水課

(from アクター)

テレビ・ラジオの情報を記録する

(from 機能)

+input

道路防災対策室

(from アクター)

ユースケース 

モデル 

（本省が「3」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

2 テレビ・ラジオの情報を収集する 

3 地震観測情報を収集す
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ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 現場作業員、事務所、地整 主たる機関 

事務所職員は、現場作業員に施設点検を指示する。現場作業員は施設点検を行い、点検結果を事務所に報告する。一時的な

対応方法が必要な場合は対策を実施し、通行規制実施の有無を事務所に連絡し、現地利用者に対して通行規制情報を提供す

る。事務所は地現地施設点検の進捗及び結果、通行規制の有無を地整に報告する。 

5．周辺の災害状況を把握し、災害対応の体制を整える 

地整

(from アクター)

行為者（観

測機器など、

人ではない場

合もある） 

行為者の機能 

（特に、網かけ：情報

収集、灰：情報伝

達、黒：情報加工） 

機 能 に か か わ る

情報（input：入力情

報 と し て 必 要 、

output：出力結果） 

Ｙ

 

ユースケース 

モデル 

（事務所の作業フロー） 

地整道路部

(from アクター)

地整河川部

(from アクター)

点検開始の指示をだす

(from 機能)

点検結果を収集する

(from 機能)

点検単位

+ 点検区間
+ 点検期間種類 = 未着手
+ 点検期間[0,1]
+ 点検情報

(from 災害時に蓄積する情報)

+output
+input

点検結果を報告する

(from 機能)

点検結果

+ 被害有無
(from 災害時に蓄積する情報)

+output +input

施設被害

+ 人的被害有無 : Boolean
+ 交通規制有無[0..1] : Boolean
+ 被害概要 : 災害の概要

(from 災害時に蓄積する情報)

0..*+被害 0..*

対応結果を収集する

(from 機能)

+output

対応結果を報告する

(from 機能)

+input

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+output
+input

事務所

(from アクター)

5 

6 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

条件

+ 適用範囲
+ 条件

条件 
・情報量が多い場合にはて

被害が有るものを優先する。 

運用ルール案 
・事務所管内での確認

を得てから報告する。 

条件

+ 適用範囲
+ 条件

５ 

条件 
・事務所管内のみ 

６ 
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ユースケース 

モデル 

（事務所が「5」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

現場作業員

(from アクター)

事務所

(from アクター)

点検する

(from 機能)

点検単位

+ 点検区間
+ 点検期間種類 = 未着手
+ 点検期間[0,1]
+ 点検情報

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

被害を発見する

(from 機能)

+input

施設被害

+ 人的被害有無 : Boolean
+ 交通規制有無[0..1] : Boolean
+ 被害概要 : 災害の概要

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

交通規制する

(from 機能)

+input

点検結果

+ 被害有無
(from 災害時に蓄積する情報)

0..*+被害 0..*

点検結果を報告する

(from 機能)

+input

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

+input

一般に情報を提供する

(from 機能)

+input

一般利用者

(from アクター)

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール案 
・事務所管内での確認を得

てから報告する 
・外部へ情報を提供する場

合にはその内容を記録する 
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ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 地整、事務所、本省 主 た る 機

関 

地整本局は、各事務所からの被害報告及び区間別の点検着手・進捗状況の報告を収集し、各事務所の被害報告及びそれらの

時間的・空間的な分布状況から被害のおおまかな全体像を把握する。また報告があがってこず、状況把握が困難な地域に対して災害

用ヘリの出動を判断する。収集した情報を本省に報告するとともに、必要な下位組織に提供する。 

6．被害のおおまかな全体像（地整管轄内）を把握し、体制を整える 

地整

(from アクター)

行為者（観

測機器など、

人ではない場

合もある） 

行為者の機能 

（特に、網かけ：情報

収集、灰：情報伝

達、黒：情報加工） 

機能にかかわる情報

（input：入力情報と

して必要、output：

出力結果） 

 

ユースケース 

モデル 

（地整企画部の作業フロー） 

災害対策室

(from アクター)

対応結果を収集する

(from 機能)

災対室に報告する

(from 機能)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

+input

点検結果を収集する

(from 機能)

災害ヘリの出動を指示する

(from 機能)

点検集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 点検種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

+output +input
+input

地整企画部

(from アクター)

安否・参集情報を収集する

(from 機能)

応援体制を決定する

(from 機能)

参集者リスト

+ 取りまとめ日時 : TM_Instant
(from 体制)

+output +input

条件

+ 適用範囲
+ 条件

5 

6 

５

条件 
情報が多い場合は、被害

が大きいものを優先する 

６

7７
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地整企画部

(from アクター)

地整企画部に報告する

(from 機能)

施設被害

+ 人的被害有無 : Boolean
+ 交通規制有無[0..1] : Boolean
+ 被害概要 : 災害の概要

(from 災害時に蓄積する情報)

点検結果を収集する

(from 機能)

点検結果

+ 被害有無
(from 災害時に蓄積する情報)

0..*+被害 0..*

+output

対応結果を収集する

(from 機能)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

地整の被害状況を把握する

(from 機能)

点検集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 点検種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

+input
+input

点検結果を集約する

(from 機能)

+input

+output

治水課

(from アクター)

治水課に報告する

(from 機能)

河川事務所

(from アクター)

事務所に提供する

(from 機能)

+input

地整河川部

(from アクター)

ユースケース 

モデル 

（地整河川部の作業フロー） 

5 

6 

条件

+ 適用範囲
+ 条件

条件 
事務所管内に関係する情

報であった場合 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

５ 

６ 

運用ルール 
重要な情報は優先度を上

げて報告する 

 103



 

地整企画部に報告する

(from 機能)

施設被害

+ 人的被害有無 : Boo lean
+ 交通規制有無[0..1] : Boolean
+ 被害概要 : 災害の概要

(from 災害時に蓄積する情報)

点検結果を収集する

(from 機能)

点検結果

+ 被害有無
(from 災害時に蓄積する情報)

0..*+被害 0..*

+output

地整の被害状況を把握する

(from 機能)

地整企画部

(from アクター)

地整河川部

(from アクター)

対応結果を収集する

(from 機能)

地整各部に報告する

(from 機能)

点検結果を集約する

(from 機能)

+input 点検集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 点検種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

+input
+output

+input

道路防災対策室

(from アクター)

道路防対に報告する

(from 機能)

+input

+output

+input+input

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

地整道路部

(from アクター)

ユースケース 

モデル 

（地整道路部の作業フロー） 

5 

6 

 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

５ 

６ 

運用ルール 
重要な情報は優先度を上

げて報告する 
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ユースケース 

モデル 

（地整が「6」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

施設被害

+ 人的被害有無 : Boolean
+ 交通規制有無[0..1] : Boolean
+ 被害概要 : 災害の概要

(from 災害時に蓄積する情報)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

点検結果

+ 被害有無
(from 災害時に蓄積する情報)

0..*+被害 0..*

地整河川部

(from アクター)

地整道路部

(from アクター)

点検結果を報告する

(from 機能)

+input

対応結果を報告する

(from 機能)

+ input

+input

事務所

(from アクター)

点検集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 点検種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

地整企画部

(from アクター)

地整河川部

(from アクター)

地整各部に報告する

(from 機能)

地整道路部

(from アクター)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

地整河川部

(from アクター)

地整企画部に報告する

(from 機能)

+input

+input
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5、6 事務所が地整各

部に報告する 

5、6 地整各部が情

報を共有する 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール 
重要な情報は優先度を上

げて報告する 



 

ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 本省 主たる機関 

本省は地整本局からの被害報告や点検着手・進捗状況の報告を受ける。また気象庁及び地震災害ネットワークの観測情報、TV・

ラジオからの災害情報を収集する。収集した情報を基に被害の全体像を把握する。 

7．被害のおおまかな全体像（全国的）を把握し、体制を整える 

地整

(from アクター)

行為者（観

測機器など、

人ではない場

合もある） 

行為者の機能 

（特に、網かけ：情報

収集、灰：情報伝

達、黒：情報加工） 

機 能 に か か わ る

情報（input：入力情

報 と し て 必 要 、

output：出力結果） 

 

ユースケース 

モデル 

（本省：災害対策室、治

水課、道路防災対策室の

作業フロー） 

本省

(from アクター)

対応結果を収集する

(from 機能)

被害状況を把握する

(from 機能)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)+output

+input

災害ヘリの出動を指示する

(from 機能)

点検集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 点検種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

+input

点検結果を収集する

(from 機能)

+output

5

6
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ユースケース 

モデル 

（本省が「7」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

点検集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 点検種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

道路防災対策室

(from アクター)

地整道路部

(from アクター)

道路防対に報告する

(from 機能)

+input
+input

点検集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 点検種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>> 交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

災害対策室

(from アクター)

地整企画部

(from アクター)

災対室に報告する

(from 機能)

+input +input

河川、道路と
もに報告

道路について
報告

地整河川部

(from アクター)

治水課

(from アクター)河川について
報告

治水課に報告する

(from 機能)

点検集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 点検種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

+input

5、6 地整各部が本省に報告する 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール 
重要な情報は優先度を上

げて報告する 
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ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 事務所、地整 主たる機関 

現場作業員は被災現地にて施設詳細点検を行い、点検結果を事務所に報告する。事務所は現地施設点検の進捗及び結果を

地整に報告する。異常を発見した場合は、応急復旧対応の緊急性の評価し、関係業者へ災害対策指示を行う。次に復旧に必要と

なる人員・資機材を検討し、応援が必要な場合は地整本局への支援要請を行う。また、一時的な対応方法が必要な場合は対策を

実施し、通行規制実施の有無を地整へ報告する。事務所は、現地利用者に対応・情報提供をする。 

9．現地にて施設点検を実施し、報告する 

地整

(from アクター)

行為者（観

測機器など、

人ではない場

合もある） 

行為者の機能 

（特に、網かけ：情報

収集、灰：情報伝

達、黒：情報加工） 

機 能 に か か わ る

情報（input：入力情

報 と し て 必 要 、

output：出力結果） 

 

ユースケース 

モデル 

（事務所の作業フロー） 

事務所

(from アクター)

点検開始の指示をだす

(from 機能)

点検結果

+ 被害有無
(from 災害時に蓄積する情報)

対策を検討する

(from 機能)

地整各部に報告する

(from 機能)

地整河川部

(from アクター)

地整道路部

(from アクター)

地整河川部

(from アクター)

地整各部に報告する

(from 機能)

応急復旧計画

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 作業期間 : TM_Period
+ 工法 : 復旧概要
+ 施設名 : 地理識別子
+ 応急復旧費 : Integer
+ 計画内容 : 復旧概要
+ 情報の確認 : 登録状況 = 未確認

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

+input

一般に情報を提供する

(from 機能)

地整道路部

(from アクター)

施設被害詳細

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 施設名 : 地理識別子
+ 被害規模 : 規模
+ 被害詳細 : CharacterString

(from 災害時に蓄積する情報)

0 ..*

1..*

+復旧

0..*

+被害
1..*

+input

+input

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

0..1

+施設被害

+交通規制

0..1

+input
+input

被害結果を収集する

(from 機能)

+output
+output

+input

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール案 
・事務所管内での確認を得

てから報告する 
・外部へ情報を提供する場

合にはその内容を記録する 
重大な情報を優先した報

告する 
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ユースケース 

モデル 

（事務所が「9」を行うために

必要な他のアクターのフロー） 

河川事務所

(from アクター)

事務所

(from アクター)

施設被害詳細

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1 ] : 地理識別子
+ 施設名 : 地理識別子
+ 被害規模 : 規模
+ 被害詳細 : CharacterString

(from 災害時に蓄積する情報)

交通規制する

(from 機能)

点検結果を報告する

(from 機能)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

0..1

+施設被害

+交通規制

0..1

+input

点検結果

+ 被害有無
(from 災害時に蓄積する情報)

被害を発見する

(from 機能)

+output

点検単位

+ 点検区間
+ 点検期間種類 = 未着手
+ 点検期間[0,1]
+ 点検情報

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

+input

一般に情報を提供する

(from 機能)

+input

一般利用者

(from アクター)

点検する

(from 機能)

+input

+input

点検結果

+ 被害有無
(from 災害時に蓄積する情報)

+input

0..*+被害 0..*

+output

現地作業

員 

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール 
外部に情報提供する場合

にはその対応を記録する 
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ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 地整、本省 主たる機関 

地整本局は、各事務所から点検進捗、現地被害・対応状況を収集する。また警察・自衛隊・地方公共団体等の対応を収集す

る。また、自治体や公団等関連施設管理者の点検・被害状況、交通規制・輸送ルート情報を収集する。地整本局は、これらの情報

が正確か、情報の量や質が十分ではない地域の被害はどうなっているのか、報告の中で被害が甚大なもの、緊急性の高いものをとりまと

め、本省に報告する。また人員・資機材の配置状況から、各事務所・局の人員・資機材の確保状況を本省に報告する。 

10．局管轄内の災害対応状況を把握する 

地整

(from アクター)

行為者（観

測機器など、

人ではない場

合もある） 

行為者の機能 

（特に、網かけ：情報

収集、灰：情報伝

達、黒：情報加工） 

機 能 に か か わ る

情報（input：入力情

報 と し て 必 要 、

output：出力結果） 

 

ユースケース 

モデル 

（地整企画部の作業フロ

地整企画部

(from アクター)

災害対策室

(from アクター)

施設被害集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 被害種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

他機関からの情報を収集する

(from 機能)

施設被害集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 被害種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

+output

被害結果を収集する

(from 機能)

+output

災対室に報告する

(from 機能)

+input

+input

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+output +input

地整の被害状況を把握する

(from 機能)

+input

+input

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+output +input

+input

条件

+ 適用範囲
+ 条件

条件 
・重大な被害を優先して

報告する 
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ユースケース 

モデル 

（地整河川部の作業フロー） 

地整の被害状況を把握する

(from 機能)

対応結果を収集する

(from 機能)

事務所に提供する

(from 機能)

被害結果を集約する

(from 機能)

被害集計

+ 河川・路線名 : 地理識別子
+ 被害箇所数 : Integer
+ 交通規制箇所数 : Integer

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

+input

地整企画部に報告する

(from 機能)

+input

施設被害集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 被害種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

1..* +集計1..*

+output

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

+input

地整企画部

(from アクター)

被害結果を収集する

(from 機能)

施設被害詳細

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 施設名 : 地理識別子
+ 被害規模 : 規模
+ 被害詳細 : CharacterString

(from 災害時に蓄積する情報)

0..*

+被害集計

0..*

+output +input

対策を収集する

(from 機能)

対策を評価する

(from 機能)

事務所に指示をだす

(from 機能)

応急復旧計画

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 作業期間 : TM_Period
+ 工法 : 復旧概要
+ 施設名 : 地理識別子
+ 応急復旧費 : Integer
+ 計画内容 : 復旧概要
+ 情報の確認 : 登録状況 = 未確認

(from 災害時に蓄積する情報)

+output
+input

+input

地整河川部

(from アクター)

治水課に報告する

(from 機能)

+input

治水課

(from アクター)

河川事務所

(from アクター)



 

ユースケース 

モデル 

（地整道路部の作業フロ

地整の被害状況を把握する

(from 機能)

対応結果を収集する

(from 機能)

事務所に提供する

(from 機能)

被害結果を集約する

(from 機能)

被害集計

+ 河川・路線名 : 地理識別子
+ 被害箇所数 : Integer
+ 交通規制箇所数 : Integer

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

+input

地整企画部に報告する

(from 機能)

+input

施設被害集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+  被害種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

1..* +集計1..*

+output

道路防災対策室

(from アクター)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

+input

地整河川部

(from アクター)

地整企画部

(from アクター)

被害結果を収集する

(from 機能)
地整道路部

(from アクター)

国道事務所

(from アクター)

地整各部に報告する

(from 機能)
+input

施設被害詳細

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0 ..1] : 地理識別子
+ 施設名 : 地理識別子
+ 被害規模 : 規模
+ 被害詳細 : CharacterString

(from 災害時に蓄積する情報)

0..*

+被害集計

0..*

+output +input

対策を収集する

(from 機能)

対策を評価する

(from 機能)

事務所に指示をだす

(from 機能)

応急復旧計画

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 作業期間 : TM_Period
+ 工法 : 復旧概要
+ 施設名 : 地理識別子
+ 応急復旧費 : Integer
+ 計画内容 : 復旧概要
+ 情報の確認 : 登録状況 = 未確認

(from 災害時に蓄積する情報)

+output
+input

+input

道路防対に報告する

(from 機能)

+input

+input
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ユースケース 

モデル 

（地整が「10」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 
事務所

(from アクター)

地整河川部

(from アクター)

応急復旧計画

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 作業期間 : TM_Period
+ 工法 : 復旧概要
+ 施設名 : 地理識別子
+ 応急復旧費 : Integer
+ 計画内容 : 復旧概要
+ 情報の確認 : 登録状況 = 未確認

(from 災害時に蓄積する情報)

地整各部に報告する

(from 機能)

+input

対策を検討する

(from 機能)

+output
交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

点検する

(from 機能)

+output

施設被害詳細

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 施設名 : 地理識別子
+ 被害規模 : 規模
+ 被害詳細 : CharacterString

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

+input

0..1 +施設被害

+交通規制

0..1

0..*

1..* +復旧

0..*+被害

1..*

+output

対応結果を報告する

(from 機能)

+input

地整道路部

(from アクター)

地整河川部

(from アクター)

地整企画部

(from アクター)

被害結果を集約する

(from 機能)

施設被害詳細

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 施設名 : 地理識別子
+ 被害規模 : 規模
+ 被害詳細 : CharacterString

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

被害集計

+ 河川・路線名 : 地理識別子
+ 被害箇所数 : Integer
+ 交通規制箇所数 : Integer

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

0..* 施設被害集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 被害種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

+集計

地整企画部に報告する

(from 機能)

+input +output

被害結果を収集する

(from 機能)

+output

地整道路部

(from アクター)
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ユースケース 

モデル 

（地整が「10」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

被害結果を収集する

(from 機能)
地整道路部

(from アクター)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

地整企画部

(from アクター)

地整各部に報告する

(from 機能)

+input

地整河川部

(from アクター)
警察庁

(from アクター)

消防庁

(from アクター)

地方公共団体

(from アクター)

被害結果を収集する

(from 機能)

被害
(from 災害時に蓄積する情報)

+output

地整企画部

(from アクター)

地整企画部に報告する

(from 機能)

+input

地整道路部

(from アクター)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

対応結果を報告する

(from 機能)

+input

地方公共団体

(from アクター)

道路公団

(from アクター)

対応結果を収集する

(from 機能)

+output

地方公共団体

(from アクター)

地整河川部

(from アクター)

地整道路部

(from アクター)

施設被害詳細

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 施設名 : 地理識別子
+ 被害規模 : 規模
+ 被害詳細 : CharacterString

(from 災害時に蓄積する情報)

被害結果を収集する

(from 機能)

地整各部に報告する

(from 機能)

+ input+output
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ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 本省（災害対策室、治水課、道路

防災対策室） 

主たる機関 

本省各課室は、地整から集約された被害状況から、災害規模の全体像を把握するとともに交通規制情報を収集し、被災地支援の

ための準備を整える。また関係省庁に情報を提供する。 

11．各被災地域（地整本局）の災害対応状況を把握する 

地整

(from アクター)

行為者（観

測機器など、

人ではない場

合もある） 

行為者の機能 

（特に、網かけ：情報

収集、灰：情報伝

達、黒：情報加工） 

機 能 に か か わ る

情報（input：入力情

報 と し て 必 要 、

output：出力結果） 

 

ユースケース 

モデル 

（本省の作業フロー） 

本省

(from アクター)

被害状況を把握する

(from 機能)

被害結果を収集する

(from 機能)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+output

関係省庁に情報を提供する

(from 機能)

+input

施設被害集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 被害種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>+output

+input

+input
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ユースケース 

モデル 

（本省が「11」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

治水課

(from アクター)

治水課に報告する

(from 機能)

被害集計

+ 河川・路線名 : 地理識別子
+ 被害箇所数 : Integer
+ 交通規制箇所数 : Integer

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

地整河川部

(from アクター)

被害結果を集約する

(from 機能)

+output

道路防災対策室

(from アクター)

地整道路部

(from アクター)

道路防対に報告する

(from 機能)

被害集計

+ 河川・路線名 : 地理識別子
+ 被害箇所数 : Integer
+ 交通規制箇所数 : Integer

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

被害結果を集約する

(from 機能)

+output

災害対策室

(from アクター)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+input+output

災対室に報告する

(from 機能)
地整企画部

(from アクター)

被害集計

+ 河川・路線名 : 地理識別子
+ 被害箇所数 : Integer
+ 交通規制箇所数 : Integer

(from 災害時に蓄積する情報)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

被害結果を収集する

(from 機能)

+input
+output

施設被害集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 被害種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

+input
+output

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール案 
・重大な情報

を優先して報告

する 
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ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 事務所 主たる機関 

事務所は地整から指示のあった応急復旧計画の修正をもとに応急復旧作業を実施する。2 次災害発生の恐れや人的被害発生の

恐れがある被害などが報告された場合には適宜優先順位を定め、地整との協議の上その対応を決定、実施する。 

12．現地にて災害救助・応援復旧活動を行う 

地整

(from アクター)

行為者（観

測機器など、

人ではない場

合もある） 

行為者の機能 

（特に、網かけ：情報

収集、灰：情報伝

達、黒：情報加工） 

機 能 に か か わ る

情報（input：入力情

報 と し て 必 要 、

output：出力結果） 

 

ユースケース 

モデル 

（事務所の作業フロー） 地整河川部

(from アクター)

地整道路部

(from アクター)

事務所

(from アクター)

地整河川部

(from アクター)

人員・資機材を要請する

(from 機能)

地整道路部

(from アクター)

不足する資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 数量
+ 出動事務所[0,1]

(from 伝達情報)

伝達情報

+ 発信元
+ 受信先
+ 発信日時
+ 受信日時
+ 種類 : 伝達情報種類
+ 内容

(from 伝達情報)

1..* 0..*

+伝達

1..*

+資機材

0..*

伝達内容詳細

+output

応急復旧計画

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 作業期間 : TM_Period
+ 工法 : 復旧概要
+ 施設名 : 地理識別子
+ 応急復旧費 : Integer
+ 計画内容 : 復旧概要
+ 情報の確認 : 登録状況 = 未確認

(from 災害時に蓄積する情報)

0..*

0,1

+指示
0..*

+計画
0,1

対策する

(from 機能)

+input

対策結果を報告する

(from 機能)

応急復旧

+ 作業期間 : TM_Period
+ 状態 : 応急復旧状況 = 予定
+ 実施内容[0..1] : 復旧概要

(from 災害時に蓄積する情報)

1 1..*

+計画

1

+実施

1..*

+output +input
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ユースケース 

モデル 

（事務所が「12」を行うために

必要な他のアクターのフロー） 

対策を評価する

(from 機能)

応急復旧計画

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 作業期間 : TM_Period
+ 工法 : 復旧概要
+ 施設名 : 地理識別子
+ 応急復旧費 : Integer
+ 計画内容 : 復旧概要
+ 情報の確認 : 登録状況 = 未確認

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

河川事務所

(from アクター)

地整河川部

(from アクター)

地整道路部

(from アクター)

対策を収集する

(from 機能)

+output

事務所に指示をだす

(from 機能)

+input

国道事務所

(from アクター)

事務所

(from アクター)

地整企画部

(from アクター)

支援内容を伝達する

(from 機能)

伝達情報
発信元
受信先
発信日時
受信日時
種類 : 伝達情報種類
内容

0..1

0..*

+親
0..1

+子0..*

資機材
名称
規格
単位
保有量
オペレータ人員数

+input

人員・資機材を支援する

(from 機能)

+output

不足する資機材

名称
規格
単位
数量
出動事務所[0 ,1]

1..*

0..*

+伝達 1..*

+資機材 0..*

伝達内容詳細

+input
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ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 地整（企画部、河川部、道路部） 主たる機関 

地整河川部及び道路部は事務所から報告された応急復旧状況をまとめる。また、資機材支援要請を、被害の程度等を考慮して

優先順位をつけ、企画部に報告する。企画部は各部からの報告を元に協力業者や被災地外事務所等に指示を出す。その結果は本

省の各課室に報告する。 

13．災害対応体制を構築し、現地対策を指導・支援する 

地整

(from アクター)

行為者（観

測機器など、

人ではない場

合もある） 

行為者の機能 

（特に網かけ：情報

収集 灰：情報伝

達、黒：情報加工） 

機能にかかわる情報

（input：入力情報と

して必要、output：

出力結果） 

 

ユースケース 

モデル 

（地整企画部の作業フロー） 

不足する資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 数量
+ 出動事務所[0,1]

(from 伝達情報)

対策結果を収集する

(from 機能)

地整の被害状況を把握する

(from 機能)

対策結果を集約する

(from 機能)
災害対策室

(from アクター)

地整企画部

(from アクター)

地整

(from アクター)

事務所

(from アクター)

資機材・人員要請を収集する

(from 機能)

+output

人員・資機材を要請する

(from 機能)

+input
資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 保有量
+ オペレータ人員数

(from 平常時に蓄積する情報)

+output

災対室に報告する

(from 機能)

+input

応急復旧進捗
+output

+input

+output
+input
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ユースケース 

モデル 

（地整河川部の作業フロー） 

治水課

(from アクター)

地整河川部

(from アクター)

対策結果を収集する

(from 機能)

地整企画部に報告する

(from 機能)

地整の被害状況を把握する

(from 機能)

対策結果を集約する

(from 機能)

応急復旧進捗
+output

+input

+input

地整企画部

(from アクター)

資機材・人員要請を収集する

(from 機能)

施設被害詳細

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 施設名 : 地理識別子
+ 被害規模 : 規模
+ 被害詳細 : CharacterString

(from 災害時に蓄積する情報)

応急復旧

+ 作業期間 : TM_Period
+ 状態 : 応急復旧状況 = 予定
+ 実施内容[0..1] : 復旧概要

(from 災害時に蓄積する情報)

+output +input

+被害

不足する資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 数量
+ 出動事務所[0,1]

(from 伝達情報)

+output

応急復旧計画

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 作業期間 : TM_Period
+ 工法 : 復旧概要
+ 施設名 : 地理識別子
+ 応急復旧費 : Integer
+ 計画内容 : 復旧概要
+ 情報の確認 : 登録状況 = 未確認

(from 災害時に蓄積する情報)

対策を評価する

(from 機能)

+input
+input

地整企画部に要請する

(from 機能)

治水課に報告する

(from 機能)

+input

資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 保有量
+ オペレータ人員数

(from 平常時に蓄積する情報)

+output +input+input
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ユースケース 

モデル 

（地整道路部の作業フロー） 

対策結果を収集する

(from 機能)

地整企画部に報告する

(from 機能)

対策結果を集約する

(from 機能)

応急復旧進捗
+output

+input

資機材・人員要請を収集する

(from 機能)

応急復旧

+ 作業期間 : TM_Period
+ 状態 : 応急復旧状況 = 予定
+ 実施内容[0..1] : 復旧概要

(from 災害時に蓄積する情報)

+output +input

不足する資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 数量
+ 出動事務所[0,1]

(from 伝達情報)

+output

対策を評価する

(from 機能)

+input

地整企画部に要請する

(from 機能)

資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 保有量
+ オペレータ人員数

(from 平常時に蓄積する情報)

+output +input

道路防災対策室

(from アクター)

道路防対に報告する

(from 機能)
+input

+input

地整の被害状況を把握する

(from 機能)

+input

地整道路部

(from アクター)

施設被害詳細

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 施設名 : 地理識別子
+ 被害規模 : 規模
+ 被害詳細 : CharacterString

(from 災害時に蓄積する情報)

+被害

応急復旧計画

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1 ] : 地理識別子
+ 作業期間 : TM_Period
+ 工法 : 復旧概要
+ 施設名 : 地理識別子
+ 応急復旧費 : Integer
+ 計画内容 : 復旧概要
+ 情報の確認 : 登録状況 = 未確認

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

地整企画部

(from アクター)
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ユースケース 

モデル 

（地整が「13」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

地整河川部

(from アクター)

地整道路部

(from アクター)

事務所

(from アクター)

地整河川部

(from アクター)

人員・資機材を要請する

(from 機能)

地整道路部

(from アクター)

不足する資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 数量
+ 出動事務所[0,1]

(from 伝達情報)

伝達情報

+ 発信元
+ 受信先
+ 発信日時
+ 受信日時
+ 種類 : 伝達情報種類
+ 内容

(from 伝達情報)

1..* 0..*

+伝達

1..*

+資機材

0..*

伝達内容詳細

+output

応急復旧計画

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 作業期間 : TM_Period
+ 工法 : 復旧概要
+ 施設名 : 地理識別子
+ 応急復旧費 : Integer
+ 計画内容 : 復旧概要
+ 情報の確認 : 登録状況 = 未確認

(from 災害時に蓄積する情報)

0..*

0,1

+指示
0..*

+計画
0,1

対策する

(from 機能)

+input

対策結果を報告する

(from 機能)

応急復旧

+ 作業期間 : TM_Period
+ 状態 : 応急復旧状況 = 予定
+ 実施内容[0..1] : 復旧概要

(from 災害時に蓄積する情報)

1 1..*

+計画

1

+実施

1..*

+output +input

 122



 

ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 本省 主たる機関 

本省各課室は地整からの報告を受け、被災地域に対して国土交通省として実施すべき支援事項を決定する。関係省庁と協

議し、長期的な復興支援に備え、専門家及び調査団の派遣を指示する。 

14．各局の報告を受け、被災地域へのバックアップを図る 

地整

(from アクター)

行為者（観

測機器など、

人ではない場

合もある） 

行為者の機能 

（特に、網かけ：情報

収集、 灰：情報伝

達、黒：情報加工） 

機 能 に か か わ る

情報（input：入力情

報 と し て 必 要 、

output：出力結果） 

 

ユースケース 

モデル 

（本省の作業フロー） 

本省

(from アクター)

対策を収集する

(from 機能)

資機材・人員要請を収集する

(from 機能)
資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 保有量
+ オペレータ人員数

(from 平常時に蓄積する情報)

+output

被害状況を把握する

(from 機能)

+input

視察団・調査団
の派遣

対策を検討する

(from 機能)

+output

応急復旧進捗

+output
+input+niput
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ユースケース 

モデル 

（本省が「14」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

応急復旧

+ 作業期間 : TM_Period
+ 状態 : 応急復旧状況 = 予定
+ 実施内容[0..1] : 復旧概要

(from 災害時に蓄積する情報)

道路防災対策室

(from アクター)

道路防対に報告する

(from 機能)

地整道路部

(from アクター)

対策結果を収集する

(from 機能)

+output地整河川部

(from アクター)
治水課

(from アクター)

対策結果を集約する

(from 機能)

+input 治水課に報告する

(from 機能)

応急復旧進捗
+output

+input

+input

不足する資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 数量
+ 出動事務所[0,1]

(from 伝達情報)

地整道路部

(from アクター)

応急復旧計画

+ 開始位置 : 地理識別子
+ 終了位置[0..1] : 地理識別子
+ 作業期間 : TM_Period
+ 工法 : 復旧概要
+ 施設名 : 地理識別子
+ 応急復旧費 : Integer
+ 計画内容 : 復旧概要
+ 情報の確認 : 登録状況 = 未確認

(from 災害時に蓄積する情報)
地整河川部

(from アクター)

道路防災対策室

(from アクター)

道路防対に報告する

(from 機能)

治水課

(from アクター)資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 保有量
+ オペレータ人員数

(from 平常時に蓄積する情報)

+input 治水課に報告する

(from 機能)
+input

資機材・人員要請を収集する

(from 機能)

+output

対策を評価する

(from 機能)

+input
+input
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ユースケース 

モデル 

（本省が「14」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

対策結果を収集する

(from 機能)

対策結果を集約する

(from 機能)
災害対策室

(from アクター)

地整企画部

(from アクター)

応急復旧進捗

+output

災対室に報告する

(from 機能)

+input

資機材・人員要請を収集する

(from 機能)

資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 保有量
+ オペレータ人員数

(from 平常時に蓄積する情報)

+input

+output

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

条件

+ 適用範囲
+ 条件

条件 
情報が多い場合には重要

度の高いものを優先する 
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ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 事務所、地整 主たる機関 

被災地外の地整・事務所は、災害の規模を把握し、必要な人員・資機材を準備し体制を整え被災地の支援に向かう。支援に向か

う際には被災地だけではなく周辺の地整・事務所へその内容を伝達する。 

16．被災地外の局・事務所が支援を実施する 

地整

(from アクター)

行為者（観

測機器など、

人ではない場

合もある） 

行為者の機能 

（特に、網かけ：情報

収集、濃灰：情報

伝達、 黒：情報加

工） 

機 能 に か か わ る

情報（input：入力情

報 と し て 必 要 、

output：出力結果） 

 

ユースケース 

モデル 

（地整・事務所の作業フロー） 
地整

(from アクター)

事務所

(from アクター)

人員・資機材を支援する

(from 機能)

資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 保有量
+ オペレータ人員数

(from 平常時に蓄積する情報)

+input

地整

(from アクター)

資機材・人員要請を収集する

(from 機能)

+output

支援内容を伝達する

(from 機能)

+input

本省

(from アクター)

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール案 
・支援要請に対する着信

確認は所長が行う。 

 

ユースケース 

モデル 

（地整・事務所が「16」を行う

ために必要な他のアクターのフロ

ー） 

人員・資機材を要請する

(from 機能)

地整企画部

(from アクター)

資機材

+ 名称
+ 規格
+ 単位
+ 保有量
+ オペレータ人員数

(from 平常時に蓄積する情報)

+output

資機材・人員要請を収集する

(from 機能)

+output

地整

(from アクター)

事務所

(from アクター)

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール案 
・要請された内容を記録

すること。 
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ユースケース 

シナリオ 

ユースケース 事務所、地整、本省 主たる機関 

事務所は、管内の被害状況及び交通規制の情報をマスコミに公開する。地整企画部は河川部や道路部が収集した事務所の情報を元に

地整管内の被害状況・交通規制情報をマスコミに公開する。本省は地整から収集した情報をマスコミに公開する。地整企画部、本省は適宜

HP で情報を公開する。また一般からの問合せに対し、適宜対応をする。 

17．政府・本省・局・事務所が必要に応じ、マスコミ・住民への情報提

供を行う

地整

(from アクター)

行為者（観

測機器など、

人ではない場

合もある） 

行為者の機能 

（特に、網かけ：情報

収集、灰：情報伝

達、黒：情報加工） 

機 能 に か か わ る

情報（input：入力情

報 と し て 必 要 、

output：出力結果） 

ユースケース 

モデル 

（全機関の作業フロー） 

事務所

(from アクター)

地整企画部

(from アクター)

災害対策室

(from アクター)

報道内容を把握する

(from 機能)

記者発表資料を作成する

(from 機能)

記者発表資料

+ 発表日時 : TM_Instant
(from 災害時に蓄積する情報)

+output +input

HPに公開する

(from 機能)

交通規制

+ 規制開始区間 : 地理識別子
+ 規制終了区間[0,1] : 地理識別子
+ 規制期間 : TM_Period
+ 規制内容 : 規制内容
+ 位置図[0,1] : PDF

(from 災害時に蓄積する情報)

+input

電話に対応する

(from 機能)

+input

施設被害集計結果

+ 集計時刻 : TM_Instant
+ 被害種類 : 管理

(from 災害時に蓄積する情報)

<<Data>>

0..* +被害0..*

+input

+input

運用ルール

+ 適用範囲
+ 規則

運用ルール案 
・外部に対する情報提供

を行った場合はその結果を

記録すること。 

ユースケース 

モデル 

（全機関が「17」を行うために必

要な他のアクターのフロー） 

「１」から「１６」の全てのモデルによる情報収集が必要 
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